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Cefluprenamの 臨 床 的検 討

武 田 元

長岡赤十字病院内科*

注射用セファロスポ リン系抗生物質であるcefluprenamを 肺炎8例,胆 の う炎1例 の計9例 に使用

し,そ の臨床効果,細 菌学的効果,副 作用,使 用前後の臨床検査値の変動について検討 した。本剤使用

後に結核性胸膜炎と判明 した1例 とステロイ ドの併用 を要 した1例 を除 く7例 の臨床効果は,肺 炎では

6例 中5例 に有効,胆 の う炎の1例 は著効であった。細菌学的効果は,起 炎菌 と思われる細菌 を分離 し

得 た4例 全例に除菌できた。副作用 として,3例 に皮疹を認め,臨 床検査値の異常変動 として,GOTの

軽度上昇が1例,好 酸球の軽度増多が1例 に認め られた。
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エーザ イ株 式会社 で開発 された注射 用セ ファロスポ リ

ン系 抗生 物質 で あ るcefluprenamを 臨 床 的 に使 用 す る

機 会 を得 たのでその成績 を報告 す る。

CefluprenamはStaphylococcus aureus,Enterococcus

faecalisを 含 む グ ラ ム 陽 性 菌 か らPseudomonas aer-

uginosaを 含 む 多 くの グラム陰性 菌 まで幅広 い抗 菌 スペ

ク トル と優 れた抗菌力 を有 し,種 々の細菌感染症 に対 し

優れ た臨床効 果が期待 され た1～4)。

対 象は平成4年5月 よ り平成5年3月 までの11ヵ 月

間 におけ る長 岡赤十字病院 入院患者の うち肺炎8例,胆

の う炎1例 の計9例 で,65歳 か ら80歳 ま での男性3例,

28歳 か ら84歳 までの女性6例 であ った。 これ らの症例

にcefluprenam 1.0gを 生 理 食塩水 に溶解 し,60分 間 か

け て1日2回,5～14日 間点滴静 注 した。総 投与量は10

gか ら28gで あ った。

主 な検 討項 目は,臨 床効果,細 菌 学的効 果,副 作用,

使 用前後 の臨床検 査値の変動 であった。

各症例 についての概 要 はTable 1に 示 した。肺炎8例

の うち1例 は,結 核 性胸膜炎 と判 明 し,1例 は ステロイ

ドの併用 を要 した ため脱落例 として臨床効 果は判定不能

とした。効果判定 が可能 であった肺炎6例 の うち,5例

は有効,1例 は無効 で あった。起 炎菌 を分 離 し得 た4例

(Streptococcus pneumoniae 2例,Haemophilus influen-

zae 2例)は いずれ も除菌 で きた。胆の う炎の1例 は著効

であ った。

副作用 として,3例 に皮疹が み られ たが,い ずれ も本

剤 の使 用 中止 に よ り特 別 な処 置な く3～5日 後に消失 し

てい る。

Cefluprenam使 用 前後 の 臨床 検 査値 の変 動 はTable

2に 示 した。 異常変動 と してはGOTの 軽 度上昇 と好酸

球 の軽度増 多が各1例 にみ られたのみ であ り,と もにce-

fluprenamと の 因果 関係 が疑 われた。

Cefluprenamは 従 来 の セフ ァ ロ スポ リン系抗 生剤 に

比べ て抗菌 スペ ク トルが広 く,し か も抗菌 力が優 れてお

り,臨 床 効果が大 いに期 待 されたが,予 想 通 り7例 中6

例 に有効 であった。 皮疹が3例 にみ られ た こ とは今後の

検討 課題 となろ うが,cefluprenamは 呼 吸器 感染症 を中

心 とした各種感染症 治療に高 い有用性が期待 され る抗生

剤 であ る と考 えた。

* 〒940長 岡市 日赤町2-6-1
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Table 1.Clinical results of cefluprenam

NF:normal flora
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Table 2.Laboratory findings before and after administration of cefluprenam
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Clinical study on cefluprenam
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Cefluprenam is a new injectable cephalosporin antibiotic with a broad and potent antimicrobial activities
against gram-positive and negative organisms.Cefluprenam was administered to 8 patients with pneumo-
nia and 1 with cholecystitis at a dose of 1.0 g twice a day for 5-14 days by intravenous instillation . Six of
the seven patients responded well to the therapy.As to adverse reaction ,skin eruptions were observed in
three patients,but it was alleviated rapidly following a cessation of the therapy .As to abnormal laboratory
findings,a mild elevation of S-GOT and a eosinophilia were observed .


